
（別紙３）

～ 2026年　1月　16日

（対象者数） 12 （回答者数） 9

～ 2025年  12月　26日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

放課後等デイサービス計画の更新の際には発達の改善が見ら

れるかを確認して、必要な場合には作業療法士が再評価を

行っている。

2

直接支援を行なうリーダー格の作業療法士が、発達支援コン

サルタントが主催する更に専門性の高い研修を継続的に受講

する。そのために、研修費は事業主負担とし休日の受講は代

休扱いとする体制を取る。

3

写真を含めた記録を取っていきながら、具体的な改善状況を

随時保護者にお伝えしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用開始前にHUGシステム上のマイページを活用してもらえ

るようにお手伝いをする。

2

利用枠は少ないが、児童発達支援で提供している完全な個別

支援プログラムを提供する事業所として存在意義を高めてい

く。

3

保護者の希望がある場合には発達支援コンサルタントに代わ

り、知識と経験が豊富な作業療法士の暫定評価で繋いでい

く。

○事業所名 つばめ療育館親子館・放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間
2025年　12月　5日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

法人全体の規模が大きくなり、発達支援コンサルタントによる

再評価は保護者の希望がある場合に限定していること。

法人全体で事業所（１０名定員）が６か所あるため、児童発達

支援の新規利用児優先で個別評価を行っているため。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎を行い事業所を利用していただくことが多いため、支援以

外の活動のお知らせが十分周知されていないこと。また、その

連絡手段が少ないこと。（HUGシステムでのお知らせが中心

になっている。）

保護者には、HUGシステム上の記録やお知らせの配信を見て

いただける方とそうでない方がいられるため。

児童発達支援との多機能型となっているため、放課後等デイ

サービスの提供枠が少ないこと。

法人の方針として、児童発達支援を重要視しているため。

（放課後等デイサービス利用の必要がない状態を目指している

ため）

発達支援コンサルタント（保健師）が、月1回ご利用児の個別

評価のために来館していること。

常勤の作業療法士・言語聴覚士がいること。

児童発達支援からの継続支援となっていて、既に発達支援コン

サルタントまたは作業療法士による個別評価を行っている。

これにより、発達の遅れ（前庭覚・固有覚・触覚）と思われる

原因の改善策を放課後等デイサービス計画に反映させている。

児童発達支援からの継続支援として、身体調和支援を取り入れ

ていること。

身体調和支援で身体のバランスなどを整えた後に、運動課題

（感覚統合療法）と個別課題（言語・認知・コミュニケーショ

ン能力など）を行うプログラムが確立していること。

発達支援コンサルタント主催の専門研修に直接支援を行なう作

業療法士・言語聴覚士・保育士が順次受講し、修了者は再受講

を行っている。

直接支援を行う専門職で日々の振り返りを行い、改善効果を確

認し合い放課後等デイサービス計画の継続や修正を判断してい

る。

HUGシステムを利用し、利用当日の様子を分かりやすく伝え

ていること。

写真を含め利用時の様子を伝えている。取り組み姿勢や表情な

ども伝えることで、ご利用児のみで通所していても安心してい

ただけるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


